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７ さいたま輝き荻野吟子賞

え び はら ゆ み

海老原 夕美（弁護士）
埼玉弁護士会初の女性会長、日本弁護士連合会副会長、両性の平等に関する委員会委員長を歴任。弁護士登録以来、女性も男性もともに
活き活きと暮らしていける社会をめざして活動してきた。ＤＶ被害者の支援に積極的に取り組み、ＤＶ防止法の制定を強く訴えた。その後
も、代理人としてＤＶ被害者の立場に寄り添った活動をしている。また、早くから子どもの権利の問題にも力を注ぎ、ＮＰＯ法人「埼玉子
どもを虐待から守る会」の会長として活動するほか、「子どもシェルター」の開設にも尽力した。（さいたま市在住）

い はら あ い こ

井原 愛子（起業家）
「TAP＆SAP（タップアンドサップ）」代表。大学卒業後、一

度は秩父を離れて生活をしたが、秩父の木と人に魅了されUタ
ーン。国内初のシュガーハウス「MAPLE・BASE（メープルベ
ース）」をオープン。メープル事業のほか、「第３のみつ」といっ
た地域資源を活かす商品開発や販売を行う。秩父の森のエコツア
ーも手掛け、秩父の魅力発信や情報発信に努めている。

（秩父市在住）

あい わ

愛和グループ（川越市）
周産期をコアとした、愛和病院を中核とするグループ。資格取
得支援や女性管理職登用を進めている他、企業内保育所を設置す
るなど多くの両立支援策が取られている。また、全国初となる「パ
パの育児参加を後押しする宿泊施設 －パタニティ・マタニティ
ハウス－」を展開するなど、地域のために新たな取組も進めてい
る。

さ とう ま や

佐藤 摩弥（オートレーサー）
オートレーサー界では４４年ぶりの女性レーサー。女性初のグレ
ードレース制覇を含む３回の優勝など、男性レーサーに劣らない
優秀な成績を残し、トップレーサーとして活躍している。また、
オートレースの広報大使として活躍するとともに、被災者支援や
交通事故防止などの社会貢献活動にも積極的に協力している。

（川口市在住）

株式会社システムインテグレータ（さいたま市）
オリジナルのパッケージソフトとクラウドサービスを武器に成
長を続ける IT企業。平成２６年には東証一部に上場。働きやすい
企業としても高く評価されている。ライフステージに合わせて選
択できる多様な育児制度は在宅勤務、週休３日勤務、時短勤務な
どバリエーションも豊富である。

きらきら輝き部門 県内に在住（勤）若しくは県出身又は県内に所在し、先駆的な取組などにより各
分野で特に功績が著しく今後の活躍が期待できる個人又は団体

さわやかチャレンジ部門 県内に在住（勤）又は県出身で、各分野にチャレンジし、今後さらなる活躍が期
待できる年齢４０歳未満の個人

いきいき職場部門 県内に所在し、男女が共同して参画できることができる職場づくりに積極的に取
り組んでいる事業所

きらきら輝き部門 ※敬称略

さわやかチャレンジ部門 ※敬称略・五十音順

いきいき職場部門 ※五十音順

埼玉県では、本県出身で日本で最初の公認女性医師となった「荻野吟
子（おぎのぎんこ）」にちなみ、その不屈の精神を今に伝える先駆的な活動
をしているなど、男女共同参画の推進に顕著な功績のあった個人や団体、
事業所の方々に「さいたま輝き荻野吟子賞」を贈っています。
この表彰制度は、女性と男性が個性と能力を十分に発揮し、あらゆる分
野に対等に参画することができる男女共同参画社会づくりを推進するとと
もに、埼玉の偉人である荻野吟子を顕彰するため、平成１７年度から実施し
ています。

■対象者

○●○●○●○●○ 第１３回（平成２９年度）受賞者 ○●○●○●○●○
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